
○写  

 

柏市監査委員告示第  ４号  

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１項及び第

５項の規定による随時監査（工事監査）を実施したので，同条第９

項の規定による監査の結果に関する報告を別紙のとおり公表します。  

 併せて，同条第１０項の規定による監査の結果に関する報告に添

える意見を公表します。  

  令和  ６年  ９月  ６日  

 

         柏市監査委員   髙  橋  秀  明      

柏市監査委員   小  栗  一  徳      

柏市監査委員   助  川  忠  弘      

柏市監査委員   中  島    俊      

 



 

 

 

 

令和６年度 

 

監査の結果に関する報告  

 

 

随時監査（工事監査）  
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１  監査を実施した監査委員名  

髙  橋  秀  明  

小  栗  一  徳  

助  川  忠  弘  

中  島    俊  

 

２  監査等の種類  

地 方 自 治 法 第 １ ９ ９ 条 第 １ 項 及 び 第 ５ 項 の 規 定 に よ る 随 時 監 査

（ 工 事 監 査 ）  

 

３  監査の対象  

 (1) 対 象 工 事  

 高 田 近 隣 セ ン タ ー リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 事 （ 建 築 工 事 ， 電 気 設

備 工 事 ， 機 械 設 備 工 事 ）（ 注 １ ）  

 

（ 注 １ ） リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 事  

  既 存 の 建 物 に 大 規 模 な 改 修 工 事 を 行 い ， 間 取 り の 変 更 も 含 め て 用 途  

 や 機 能 を 変 更 し て 建 物 の 性 能 を 刷 新 す る 工 事  

 

 (2) 監 査 対 象 部 署  

市 民 生 活 部 市 民 活 動 支 援 課 （ 工 事 発 注 部 署 ）  

都 市 部 営 繕 管 理 課 （ 工 事 担 当 部 署 ）  

財 政 部 契 約 課 （ 契 約 担 当 部 署 ）  

 

４  監査の着眼点  

 柏 市 監 査 等 実 施 要 領 ４ (2)別 項 に 定 め る 監 査 等 の 着 眼 点 の う ち ，

「 第 ４ 節  工 事 監 査 等 の 着 眼 点 」 を 用 い た 。  

 

５  監査の実施場所及び期間  

 (1) 実 施 場 所  

当 該 工 事 場 所 及 び 中 央 公 民 館 ４ 階 集 会 室 ３  
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 (2) 期 間  

令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ６ 年 ８ 月 ２ ８ 日 ま で  

 

６  監査の主な実施内容  

 (1) 対 象 工 事 の 選 定  

   令 和 ５ 年 度 に 施 工 中 の 請 負 金 額 １ ， ０ ０ ０ 万 円 以 上 の 建 築 及

び 土 木 工 事 の 中 か ら 監 査 委 員 会 議 で 検 討 し ， 本 工 事 を 選 定 し

た 。 な お ， 本 工 事 は 間 取 り の 変 更 及 び エ レ ベ ー タ ー や 太 陽 光発

電 設 備 の 設 置 を 行 う こ と か ら ， 建 築 工 事 の み な ら ず 電 気 設 備工

事 及 び 機 械 設 備 工 事 に 対 象 を 広 げ た 。  

 

 (2) 監 査 の 方 法  

   本 監 査 は ， 技 術 的 観 点 か ら の 監 査 を 主 眼 と し た た め ， 特 定 非

営 利 活 動 法 人 建 設 技 術 監 査 セ ン タ ー に 技 術 調 査 を 委 託 し て 実

施 し た 。  

 ６ 月 ６ 日 に 委 託 先 の 担 当 技 術 士 （ 注 ２ ） (以 下 「 技 術 士 」 と

い う 。 )に よ り ， 監 査 対 象 部 署 ， 工 事 請 負 者 及 び 設 計 ・ 工 事 監

理 受 託 者 (以 下 「 監 査 対 象 部 署 等 」 と い う 。 )に 対 し ， 関 係 書

類 の 確 認 及 び 聞 き 取 り に よ る 書 類 調 査 を 実 施 し た 。 同 日 ， 監

査 委 員 が ， 技 術 士 か ら 書 類 調 査 の 所 見 の 説 明 を 受 け ， そ の 観

点 に よ り 技 術 士 と と も に 工 事 場 所 で の 現 場 施 工 状 況 等 を 調 査

し た 後 ， 技 術 士 の 講 評 及 び 監 査 対 象 部 署 等 へ の 質 疑 を 通 し

て ， 計 画 ， 設 計 ， 積 算 ， 契 約 ， 施 工 ， 検 査 及 び 委 託 の 各 項 目

が 適 正 に 行 わ れ て い る か に つ い て 確 認 し た 。  

 

（ 注 ２ ） 技 術 士  

  科 学 技 術 に 関 す る 高 度 な 専 門 的 応 用 能 力 を 必 要 と す る 事 項 に つ い て  

 の 計 画 ， 研 究 ， 設 計 ， 分 析 ， 試 験 な ど の 業 務 を 行 う ， 文 部 科 学 省 が 所  

 管 す る 資 格 の 名 称  

 

 (3) 監 査 の 対 象 工 事 概 要  

 柏 市 で は ， 昭 和 ５ ０ 年 代 か ら 新 旧 住 民 の 融 和 と 地 域 自 治 意

識 の 向 上 を 目 的 と し た ふ る さ と 運 動 が 展 開 さ れ た こ と に 伴
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い ， こ の 活 動 拠 点 と し て 近 隣 セ ン タ ー が 建 て ら れ た 。 高 田 近

隣 セ ン タ ー は 昭 和 ５ ８ 年 ４ 月 に 開 所 し ， 現 在 ， 建 物 の 老 朽 化

へ の 対 策 や 柏 市 地 域 防 災 計 画 に 基 づ き 指 定 避 難 所 と さ れ て い

る 本 施 設 の 設 備 機 能 の 見 直 し の 必 要 が あ る 。 市 民 ワ ー ク シ ョ

ッ プ （ 注 ３ ） を 通 じ て ， 市 民 や 時 代 の ニ ー ズ に 沿 っ た 利 便 性

及 び 安 全 性 を 完 備 し た 施 設 へ の 転 換 を 図 る た め ， 耐 震 指 標 を

満 た し た 建 物 の 躯 体 を 活 用 し た リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 事 を 実 施

し ， 令 和 ７ 年 ４ 月 に リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン を 予 定 し て い る 事

業 で あ る 。   

 

（ 注 ３ ） 市 民 ワ ー ク シ ョ ッ プ  

    住 民 参 加 型 の ま ち づ く り 手 法 で あ り ， 参 加 者 が 意 見 や ア イ デ ア を 出  

   し 合 い ， 合 意 形 成 を 図 る 活 動  

 

  ア  工 事 場 所  

柏 市 高 田 ６ ９ ３ 番 地 の ２  

 

  イ  工 事 請 負 者  

建 築 工 事  椎 名 ・ 南 洲 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体  

電 気 設 備 工 事  東 邦 建 設 株 式 会 社  

機 械 設 備 工 事  株 式 会 社 エ ク エ コ  

 

  ウ  請 負 金 額 （ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 含 む ）  

建 築 工 事  ３ ６ ３ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円  

電 気 設 備 工 事   ９ ９ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円  

機 械 設 備 工 事   ７ ７ ， ８ ８ ０ ， ０ ０ ０ 円  

 

  エ  契 約 日  

建 築 工 事  令 和 ５ 年 １ ０ 月 ２ 日  

（ 柏 市 議 会 令 和 ５ 年 第 ３ 回 定 例 会 の 議 決 日 ）  

電 気 設 備 工 事  令 和 ５ 年 １ ０ 月 ２ 日 （ 同 上 ）  

機 械 設 備 工 事  令 和 ５ 年 １ ０ 月 ２ 日 （ 同 上 ）  
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  オ  工 期  

建 築 工 事  令 和 ５ 年 １ ０ 月  ３ 日 か ら  

令 和 ６ 年  ９ 月 ３ ０ 日 ま で  

電 気 設 備 工 事  令 和 ５ 年 １ ０ 月  ３ 日 か ら  

令 和 ６ 年 １ ０ 月 ３ １ 日 ま で  

機 械 設 備 工 事  令 和 ５ 年 １ ０ 月  ３ 日 か ら  

令 和 ６ 年 １ ０ 月 ３ １ 日 ま で  

 

  カ  工 事 内 容  

 高 田 近 隣 セ ン タ ー リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 事 に 係 る 建 築 工 事 ， 電

気 設 備 工 事 及 び 機 械 設 備 工 事 一 式  

   (ｱ) 主 要 用 途 等  

公 会 堂 及 び 集 会 場 （ 本 館 ， 体 育 室 ， 別 館 ， 防 災 倉 庫 ）  

 

   (ｲ) 規 模  

敷 地 面 積  ２ ， ３ ２ ５ ． ５ ５ ㎡  

建 築 面 積  １ ， ０ ７ ０ ． ０ ３ ㎡  

延 床 面 積  １ ， ３ ０ ６ ． ７ ４ ㎡  

建 築 高 さ  １ ０ ． ２ １ ０ ｍ （ 体 育 室 ）  

 

    （ 面 積 内 訳 ）  

    ａ  本 館  

 建 築 面 積  ４ ２ ２ ． １ ７ ㎡  

 延 床 面 積  ６ ２ ９ ． ６ ５ ㎡  

    ｂ  体 育 室  

 建 築 面 積  ４ ４ ４ ． ４ １ ㎡  

 延 床 面 積  ３ ８ ０ ． １ ２ ㎡  

    ｃ  別 館   

      建 築 面 積  １ ９ １ ． ７ ２ ㎡  

 延 床 面 積  ２ ８ ２ ． ０ １ ㎡  

    ｄ  防 災 倉 庫              

 建 築 面 積   １ １ ． ７ ３ ㎡  

 延 床 面 積   １ ４ ． ９ ６ ㎡  
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   (ｳ) 構 造 規 模  

    ａ  本 館  

      鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ， 地 上 ２ 階 建 て  

    ｂ  体 育 室  

      鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 一 部 鉄 骨 造 ， 地 上 １ 階 建 て  

    ｃ  別 館  

      鉄 骨 造 ， 地 上 ２ 階 建 て  

    ｄ  防 災 倉 庫  

      軽 量 鉄 骨 造 ， 地 上 １ 階 建 て  

                                    

   (ｴ) 主 要 室 等  

          １ 階 ： 図 書 館 分 館 ， 体 育 室 ， 事 務 室 ， ト イ レ （ 男 女 ），  

        バ リ ア フ リ ー ト イ レ ， 倉 庫  

２ 階 ： 多 目 的 ホ ー ル ， 和 室 兼 会 議 室 ， 料 理 実 習 室 兼 会  

   議 室 ， ト イ レ （ 男 女 ）， バ リ ア フ リ ー ト イ レ ， 倉  

   庫   

屋 外 ： テ ラ ス ， 駐 車 場 ， 駐 輪 場 ， 防 災 倉 庫  

 

  キ  工 事 進 捗 状 況  

 工 事 請 負 者 に よ る 計 画 で は ， 令 和 ６ 年 ６ 月 ６ 日 の 現 地 調 査

実 施 日 ま で に ， 建 築 工 事 は ５ ７ ． ５ ％ ， 電 気 設 備 工 事 は ６

７ ． ０ ％ ， 機 械 設 備 工 事 は ７ ２ ． ０ ％ の 出 来 高 を 見 込 ん で お

り ， 実 際 に 予 定 ど お り 順 調 に 進 行 し て い る こ と を 確 認 し た 。  

  

  ク  市 民 ワ ー ク シ ョ ッ プ に 基 づ く リ ノ ベ ー シ ョ ン の 方 向 性  

   (ｱ) 開 放 的 で 明 る く だ れ で も 入 り や す い ， 安 心 ・ 安 全 な 近 隣      

    セ ン タ ー  

   (ｲ) 高 田 緑 地 の 豊 か な 自 然 や ， 緑 あ ふ れ る 景 観 と と も に あ る  

    近 隣 セ ン タ ー  

   (ｳ) 地 域 の 誇 り ・ シ ン ボ ル ・ 拠 点 と な る 近 隣 セ ン タ ー  

   (ｴ) だ れ で も 利 用 し や す く ， み ん な の 居 場 所 と な る 近 隣 セ ン  

    タ ー  
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７  監査の結果  

 監 査 は ， 柏 市 監 査 基 準 に 準 拠 し 実 施 し た 。 計 画 ， 設 計 ， 積 算 ，

契 約 ， 施 工 ， 検 査 及 び 委 託 の 各 項 目 に つ い て 書 類 及 び 現 地 調 査 に

よ り 監 査 し た 結 果 ， お お む ね 適 正 で あ る と 認 め ら れ た 。  

 

８  その他必要と認める事項  

 本 監 査 を 実 施 す る 中 で 見 ら れ た 留 意 す べ き 点 に つ い て ， 地 方 自

治 法 第 １ ９ ９ 条 第 １ ０ 項 に 基 づ き 意 見 を 添 え る の で ， 参 考 と さ れ

た い 。  

 な お ， 技 術 士 の 所 見 で 述 べ ら れ た 推 奨 事 項 及 び 提 言 事 項 に つ い

て ， 今 後 同 種 の 計 画 ， 設 計 ， 積 算 ， 契 約 ， 施 工 ， 検 査 及 び 委 託 を

検 討 す る 際 に お い て 有 効 に 活 用 し て も ら う た め ， 監 査 対 象 部 署 へ

共 有 す る 。  

 

【監査意見】  

 

(1) 今後の工事全般における関係部署との連携強化について  

  本 工 事 は ， 建 築 に 関 す る 各 種 法 令 や 千 葉 県 福 祉 の ま ち づ く り 条  

 例 並 び に 柏 市 バ リ ア フ リ ー 基 本 構 想 及 び 柏 市 公 共 施 設 等 低 炭 素 化  

 指 針 （ 令 和 ５ 年 ４ 月 に 柏 市 公 共 施 設 環 境 配 慮 指 針 へ 改 定 ） な ど と  

 の 整 合 性 を 考 慮 し ， 設 計 を 行 っ て い る が ， 特 に 柏 市 と し て 注 力 し  

 て い る 公 共 施 設 に お け る 地 球 環 境 に 配 慮 し た 施 設 ・ 設 備 の 整 備 方  

 針 の 決 定 に あ た り ， 環 境 部 と の 協 議 内 容 に つ い て ， 関 係 書 類 が 残  

 さ れ て お ら ず ， 環 境 部 と 十 分 に 連 携 し て い た か 確 認 が で き な い 状  

 況 が 見 受 け ら れ た 。  

  今 後 公 共 施 設 の 整 備 に あ た り ， 関 連 す る 各 部 門 計 画 や 指 針 等 と  

 の 整 合 性 を 高 め ， そ の 時 点 で 最 良 の 整 備 手 法 や 内 容 で あ っ た こ と  

 を 担 保 す る た め に も ， 関 係 部 署 と の 連 携 を 深 め ， 十 分 に 協 議 を 進  

 め て い く こ と は 重 要 で あ る 。  

  ま た ， 公 共 施 設 の 工 事 に 係 る 進 め 方 や 意 思 決 定 の 手 順 の 標 準 化  

 を 図 り ， 後 の 担 当 者 に も 方 針 決 定 の 過 程 等 が 明 確 に 分 か る よ う に  

 紙 又 は デ ー タ 化 し て 残 し て お く こ と が 望 ま し い と 考 え る 。  

  以 下 是 非 検 討 を お 願 い し た い 事 項 を 記 載 す る 。  
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ア【環境部】低炭素化の取組について  

   柏 市 公 共 施 設 等 低 炭 素 化 指 針 は ， 令 和 ５ 年 ４ 月 か ら 柏 市 公 共 施  

  設 環 境 配 慮 指 針 に 改 定 さ れ た 。 こ の 指 針 の 中 で 令 和 １ ２ 年 度 （ ２  

  ０ ３ ０ 年 度 ） に お い て ， 平 成 ２ ５ 年 度 （ ２ ０ １ ３ 年 度 ） の Ｃ Ｏ ２  

  排 出 量 か ら ５ １ ％ 以 上 削 減 す る 目 標 と し て い る 。 ま た ， 柏 市 役 所  

  ゼ ロ カ ー ボ ン ア ク シ ョ ン プ ラ ン で 「 リ ノ ベ ー シ ョ ン 等 に 当 た っ て  

  は 必 ず Ｚ Ｅ Ｂ （ 注 ４ ） 化 の 可 能 性 を 検 討 す る 」 と し て い る 。 こ の  

 方 針 は ， 市 民 生 活 部 長 も 出 席 す る 地 球 温 暖 化 防 止 対 策 庁 内 連 絡 会  

 議 の 中 で 報 告 さ れ ， 市 民 生 活 部 内 の 所 属 長 に も 伝 わ っ て い る と の  

 こ と で は あ る が ， 直 接 環 境 部 と の 調 整 は 図 ら れ て は い な い と の こ  

 と で あ っ た 。  

  ま た ， こ の 指 針 の 中 で は ， 雨 水 貯 留 タ ン ク は 原 則 導 入 と 定 め ら  

 れ て い る が ， 設 置 場 所 の 確 保 が 困 難 で あ る と い う 理 由 の ほ か ， 設  

 置 費 用 及 び メ ン テ ナ ン ス の 手 間 等 を 踏 ま え て 導 入 し な い こ と を 市  

 民 生 活 部 で 決 定 し て お り ， こ の 件 に 関 し て も 環 境 部 と の 調 整 は 図  

 ら れ て は い な い と の こ と で あ っ た 。  

  い ず れ に せ よ 柏 市 が 推 進 す る 低 炭 素 化 の 内 容 は ， 施 設 の 規 模 や  

 整 備 手 法 ， 投 入 で き る 予 算 等 に よ っ て 採 用 可 能 な 設 備 等 に 制 約 を  

 受 け る こ と は や む を 得 な い と 認 識 し て い る が ， 低 炭 素 化 を よ り 強  

 力 に 推 進 し て い く た め に は ， あ る 程 度 施 設 毎 に 最 適 な 低 炭 素 化 の  

 モ デ ル を 提 示 す る な ど ， 環 境 部 サ イ ド か ら も 積 極 的 ・ 具 体 的 な 情  

 報 提 供 を 行 う 必 要 が あ る と 考 え る 。 ま た ， 公 共 施 設 に お け る 低 炭  

 素 化 の 導 入 状 況 に つ い て ， 施 設 整 備 の 計 画 段 階 か ら 積 極 的 に 協 議  

 に 参 加 す る と と も に ， 整 備 内 容 に つ い て 把 握 に 努 め ， 効 果 の 検 証  

 を 行 う な ど し て ， 課 題 を 洗 い 出 し 次 の 施 設 整 備 時 に 生 か し て い く  

 必 要 が あ る と 考 え る 。  

 

 （ 注 ４ ） Ｚ Ｅ Ｂ （ N e t  Z e ro  En e rg y B u il d in g の 略 称 ）  

   快 適 な 室 内 環 境 を 保 ち な が ら ， 高 断 熱 化 ・ 日 射 遮 蔽 ， 自 然 エ ネ ル ギ ー  

  利 用 ， 高 効 率 設 備 に よ り ， で き る 限 り の 省 エ ネ ル ギ ー に 努 め ， 太 陽 光 発  

  電 等 に よ り エ ネ ル ギ ー を 創 る こ と で ， 年 間 で 消 費 す る 建 築 物 の エ ネ ル ギ  

  ー 量 が 大 幅 に 削 減 さ れ て い る 建 築 物  
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イ【危機管理部，環境部】指定避難所としての設備等の整備に関す  

 る取組について  

  柏 市 地 域 防 災 計 画 で 本 施 設 は 指 定 避 難 所 に 位 置 づ け ら れ て い る 。  

 そ し て ， 避 難 所 に 指 定 さ れ た 建 物 に つ い て は ， 避 難 生 活 の 環 境 を  

 良 好 に 保 つ た め ， 各 種 設 備 の 整 備 に 努 め る こ と と さ れ て い る 。 そ  

 の 設 備 の 一 つ と し て ， 非 常 用 の 電 源 を 整 備 す る こ と が 求 め ら れ て  

 い る 。 本 施 設 は ， 停 電 時 に は 太 陽 光 発 電 設 備 で 日 中 は 電 力 を 供 給  

 で き る も の の ， 夜 間 の 電 力 供 給 に 必 要 な 蓄 電 池 は ， 耐 久 年 数 ， 設  

 置 費 用 及 び メ ン テ ナ ン ス の 手 間 等 を 踏 ま え て 導 入 を 見 送 っ た た め ，  

 夜 間 は ポ ー タ ブ ル 発 電 機 に よ り 電 力 を 供 給 す る と し て い る 。 技 術  

 士 か ら は ， 夜 間 の 非 常 用 電 源 の 確 保 に つ い て は 懸 念 が あ る と の 提  

 言 事 項 が 挙 げ ら れ て い る 。 こ の 検 討 過 程 で ， 市 民 生 活 部 は 柏 市 地  

 域 防 災 計 画 を 統 括 す る 危 機 管 理 部 と の 協 議 は 行 っ て い な い と の こ  

 と で あ っ た 。 施 設 の リ ノ ベ ー シ ョ ン に 当 た り ， 指 定 避 難 所 と し て  

 求 め ら れ る 施 設 の 設 備 機 能 等 を ど の 範 囲 ま で ど の よ う な 内 容 で 整  

 備 し て い く の か 計 画 段 階 か ら 危 機 管 理 部 と の 協 議 を 重 ね ， 共 通 認  

 識 を 図 り な が ら 施 設 整 備 を 進 め る 必 要 が あ っ た の で は な い か と 考  

 え る 。  

  こ れ に 加 え て ， 本 工 事 で は ， 地 球 環 境 配 慮 に 加 え ， 総 務 部 資 産  

 管 理 課 が 策 定 す る 公 用 車 の 電 動 車 化 計 画 に 基 づ き ， 発 災 後 電 気 自  

 動 車 か ら 施 設 側 へ 給 電 す る こ と を 可 能 と す る た め ， 将 来 的 に Ⅴ ２  

 Ｈ （ 注 ５ ） の 設 置 の た め の 配 線 が で き る よ う 事 前 に 配 管 を 整 備 し  

 て い る と こ ろ で あ る が ， こ の 点 に つ い て も 危 機 管 理 部 と は 具 体 的  

 な 協 議 は 行 っ て は い な い と の こ と で あ っ た 。 Ⅴ ２ Ｈ の 設 置 に 向 け  

 て は ， 危 機 管 理 部 と 環 境 部 と が 十 分 に 協 議 し ， 今 後 の 新 た な 施 設  

 整 備 に お け る 方 針 を 明 確 に 示 せ る よ う 努 め て も ら い た い 。  

  

 （ 注 ５ ） Ⅴ ２ Ｈ （ Ⅴ e h i c le  to  Ｈ o m e の 略 称 ）  

   電 気 自 動 車 （ Ｅ Ⅴ ） や プ ラ グ イ ン ハ イ ブ リ ッ ド 車 （ Ｐ Ｈ Ｅ Ⅴ ） の バ ッ  

  テ リ ー に 貯 め て い る 電 力 を ， 施 設 の 電 源 と し て 使 え る よ う に す る 機 器 の  

  こ と を 言 う 。 Ⅴ ２ Ｈ を 導 入 す る と 電 気 自 動 車 （ Ｅ Ⅴ ） や プ ラ グ イ ン ハ イ  

  ブ リ ッ ド 車 （ Ｐ Ｈ Ｅ Ⅴ ） を 施 設 用 蓄 電 池 と し て 活 用 す る こ と が 可 能 に な  

  る 。  
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(2) 今後の長寿命化改修工事について  

  本 工 事 の 整 備 手 法 の 大 き な 特 徴 は ， 延 べ ５ 回 に わ た っ て 市 民 ワ  

 ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し ， 市 民 の 意 見 を 取 り 入 れ ， 施 設 の 設 計 を 行  

 っ た こ と で あ る 。 こ の 点 に つ い て は ， 技 術 士 か ら も 推 奨 事 項 と さ  

 れ 評 価 を 得 て い る 。 市 民 が ， 計 画 の 段 階 か ら 携 わ り ， 時 間 を か け  

 て 作 り 上 げ た 分 ， 市 民 の 使 い 勝 手 の 良 い 施 設 と な り ， 市 民 活 動 活  

 性 化 の 場 と し て 活 用 さ れ る こ と が 期 待 さ れ ， 今 後 の 本 施 設 の さ ら  

 な る 利 用 向 上 に 寄 与 す る も の と 思 慮 さ れ る 。  

  ま た ， 元 来 あ っ た 調 理 実 習 室 や 和 室 は 指 定 避 難 所 で あ る 側 面 か  

 ら 残 し ， 平 時 で も 稼 働 率 が 上 が る よ う に 会 議 室 と し て 使 用 で き る  

 な ど ， 用 途 を 多 様 に 捉 え ， 指 定 避 難 所 と し て の 機 能 の 側 面 を 保 ち  

 つ つ ， 市 民 の 利 用 機 会 を 広 げ た 点 は 評 価 に 値 す る 。  

  一 方 で ， 市 民 ワ ー ク シ ョ ッ プ が 始 ま っ た 令 和 ３ 年 １ １ 月 か ら 令  

 和 ７ 年 ４ 月 予 定 の リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン ま で ， お よ そ ３ 年 ５ か 月  

 の 期 間 を 要 し て い る 。 市 民 と の 深 度 あ る 協 議 は 重 要 で あ る も の の ，  

 近 年 の 物 価 高 騰 な ど 経 済 環 境 の 変 化 を 考 慮 す る と 工 事 コ ス ト や 工  

 期 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が 懸 念 さ れ る 。  

  柏 市 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 に よ る と ， 少 子 高 齢 化 が 一 層 進 み ，  

 人 口 全 体 に 対 す る 高 齢 者 人 口 の 割 合 が 上 昇 す る 一 方 で ， 生 産 年 齢  

 人 口 と 年 少 人 口 の 割 合 が 低 下 す る こ と か ら ， 将 来 的 な 財 源 の 不 足  

 や 余 剰 施 設 の 増 加 が 想 定 さ れ る 。 こ の よ う な 限 ら れ た 経 営 資 源 の  

 中 で ， 公 共 施 設 等 に よ る サ ー ビ ス を 将 来 に わ た り 持 続 的 に 提 供 す  

 る た め に は ， 財 政 状 況 や 社 会 情 勢 の 変 化 を 考 慮 し な が ら ， 公 共 施  

 設 等 の 全 体 を 適 正 に 管 理 し て い く 必 要 が あ る と さ れ て い る 。  

  令 和 元 年 度 に リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 事 を 実 施 し た 南 部 近 隣 セ ン タ ー  

 を 除 き ， 昭 和 ５ ０ 年 代 か ら 昭 和 ６ ０ 年 代 に 建 築 さ れ た 近 隣 セ ン タ  

 ー は １ ５ か 所 残 っ て お り ， 今 後 一 定 期 間 に 工 事 が 集 中 す る こ と が  

 想 定 さ れ る 。  

  こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え る と ， 現 行 の 市 民 ワ ー ク シ ョ ッ プ 方 式  

 に よ る リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 事 は ， 一 つ の 整 備 手 法 と 捉 え る こ と は で  

 き る が ， 近 隣 セ ン タ ー の 耐 久 性 や 劣 化 度 等 の 安 全 面 か ら の 時 間 的  

 制 約 や 予 算 面 を も 勘 案 し ， そ の 施 設 の 有 す る 機 能 や 役 割 を 十 分 に  

 果 た せ る よ う 施 設 整 備 の 手 法 を 様 々 検 討 し ， そ の 時 点 で の 最 良 の  
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 手 法 で 整 備 が で き る よ う 計 画 的 に 進 め て も ら い た い 。  

  な お ， 施 設 整 備 に お い て は ， 時 代 に 合 わ せ て 新 た な 使 用 方 法 や  

 必 要 な 機 能 等 に つ い て ， 関 係 部 署 と 十 分 に 協 議 す る と と も に ， 誰  

 も が 使 い や す い ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 化 に 引 き 続 き 取 り 組 む ほ か ，  

 地 球 環 境 に 配 慮 し た 低 炭 素 化 の 実 現 や 指 定 避 難 所 と し て の 機 能 拡  

 充 等 に つ い て も そ の 役 割 が 十 分 に 達 成 で き る よ う に 努 め て も ら い  

 た い 。  

以 上  
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